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　　［目的］加工食品に対する考え方や態度、および健康のために食生活で心がけている
ことをなどを女|生を対象にして調査し、1999年と19 96年に実施した調査を比較す

ることにより、意識の変化を分析すること。
　　［方法］調査は首都圏に在住する1 8歳から68歳の女院を対象にして行った。調査
方法は留め置き法で自記入方式とし、往復郵送調査とした。調査結果についてクロス集計、

因子分析、クラスター分脈などで解析を行った。有効回答数は1996年が7 7 9名、

199 9年が7 9 3名であった。
　［結果］

とる」、

則正しくとるj

とめに食生活で心掛けていることは（22項目提示）、「朝食を必ず
Ｃとる」、「栄養のバランスを考えた食事をとる」、「１日3食を規

「栄養のバランスを考えた食事をとる」が上位5項目であり

i?かったが、ほぼ全ての項目で、心ヽ掛けていると回答した人

類できた。「加工食品積極利用型」
年間で顕著に認められた。
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型」、「無添加簡便型」などの６つのクラスターに分
が増加し、「手作り重視型」が減少する傾向がこの３
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　目的：　これまで3年毎に、調理済み･半調理済み食品の利用実態を調査してきた。本発
表では、'99年に行った調査のうち、京浜･阪神地区において幼稚園児の母親を対象として

行った調査のﾃﾞｰﾀを解析して、市販惣菜の利用状況とその背景を考察する。

　方法:　'99年9月～11月に郵送で行ったｱﾝｹｰﾄ調査の項目のうち、次のA.とB.をとりあげ、
A.B.相互および属性との関連を探索した。A.市販惣菜(3Dﾂｹ･紋子･煮豆･佃煮･漬物等あわせ

て)の利用状況：イ｡現状(摂食頻度7段階)、ﾛ｡3年前からの増減(5段階)、ﾊ｡今後の見込み

(増減3段階)とその理由(記述式)。 B.食生活観:18項目を設定し、同意度を5段階で調査。
　結果:(1)有効回収率は52.5%、n＝404名(京浜＝195、阪神＝209)であった。回答者は、

両地区とも、｢年齢30才代｣｢専業主婦｣｢核家族｣｢集合住宅居住｣の占める割合が高かった。
(2)市販惣菜利用状況は、両地区とも、次の通りであった。ｲ｡現在の摂食頻度は、｢週1～2

回｣が約mを占め、次いで｢月1～2回｣が約mであった。n.3年前に比べて、摂食頻度は

｢変化なし｣が約m、｢増えた｣｢減った｣が各々約20%であった。ハ｡今後については、｢現状
維持｣が約i%理由:現在も必要最小限の利用etc.)、｢減らしたい｣が約30%(理由:添加物が

心配etc.)であった。(3)食生活観については、ﾊﾟｯｸ類等不燃]゛ﾐに関する考え方などについ
て、両地区の間に微妙な差が見られた。(4)食生活観と市販惣菜利用状況の関連を探索した

ところ、｢実際に市販惣菜を多く利用している人ほど、“手作りで足りない分を市販品で補

いたい”“作るのが難しい料理は、市販品を購入すればよい”“主婦の調理負担を軽減するの
は、悪いことではない”などの考え方に強く同意している｣という傾向が見られた。
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